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　◎こども政策課　三村　友宏氏
　法律上の分類は身体的虐待・心理的虐待・性的虐待・ネグレクト（養育放棄・養育放棄）がある。
近年、増加しているのは心理的虐待、夫婦間暴力（＝子どもの目の
前でお互いを傷つけあう虐待（面前DV））である。虐待の件数は
全国的にみてここ10年で倍増している。栃木県では高止まりの状
況である。ケアラー対策としては、一人一人の状況・気持ち、立場
に寄り添って支援をすることが重要であり、大人側から型にはめ込
んで支援するのは適切ではない。児童虐待かも…と思ったら、各市
役所・町役場の児童虐待相談窓口か児童相談所にすぐに電話を！児
童相談所虐待対応ダイヤル「189」は児童相談所に通告・相談でき
る全国共通の電話番号。近くの児童相談所につながる。
　◎ケアラープロジェクト　代表　齋藤久美子氏
　日本におけるヤングケアラーとは？法令上の定義はない。
　一般社団法人日本ケアラー連盟で掲げている定義。
　本来、大人が担うとされているようなケアを病気や障害・依存
症、通訳等の必要がある家族に無償でケアをしている18歳未満の
子どもを指す。係わることになったら…焦らない。ひとりでどうに
かしようとしない。守秘義務を守りながら情報提供できる機関や人
と連携する。本人から話しを打ち明けてもらえるよう、信頼関係を
築く。可能な範囲で情報収集をしておくなど。
　もし、気になる子どもがいたら…自治体の窓口に相談してみる。ソーシャルワーカーに繋ぐ。ケア対
象者の話相手になるなど。家族の状況を多面的に理解していくことで孤立防止を防ぐ。いつだれがヤン
グケアラーになってもおかしくない時代。誰もが、自己決定・自己実現ができるʼ大丈夫ʻな社会へ。
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○ 「こんにちはコミュニティ」１２３号、いかがでし

たでしょうか。

○ 今年度の協会事業も、コミュニティ活動の担い

手育成・確保を図るための講演会、研修会やコミュ

ニティカレッジの開催や、コミュニティづくりの調

査・研究、実践活動への助成や表彰など盛りだくさ

んで実施して参りましたが、県内で息づいているコ

ミュニティ活動や県外の好事例を参考に、どう各々

の地域で活かしていくことができるのかといった

観点で各種事業を開催して参りました。

○ また、令和５年が栃木県誕生150年を迎える年

ということで、本協会においても令和５年8月3日

（木）にNPO法人おりがみ代表の都築則彦氏を講

師にお迎えし、記念講演を開催いたしました。これ

ら協会事業の企画等にエネルギッシュに関わってく

ださった皆様、講師をお務めいただいた方々、各種

事業に積極的に御参加いただいたすべての会員の

皆様には本当にお世話になり、改めて感謝申し上

げます。

○ 少子高齢化が進む中、地域のコミュニティが更

に活性化するために、どんな事業がよいのだろう

と事務局もまだまだ模索が続きますが、今後とも

好事例の収集・情報発信等に努めて参りたいと思

っております。

皆様からの、御意見・御感想等をどしどしお寄せ

ください。（Y）
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